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活性汚泥処理の最適化と新規窒素除去反応アナモックスの利用による畜

産廃水処理技術の高度化 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構 畜産研究部門 和木美代子 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和８年度（５年間） 

 

３ 研究目的 

畜産業において、水質汚濁防止法の窒素暫定排水基準値の強化への

対応は急務である。本課題では、既存活性汚泥処理施設の運転の最適

化とアナモックス反応の利用により、窒素規制に対応する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  溶存酸素濃度管理による活性汚泥処理施設運転条件の最適化 

畜産廃水について、曝気槽中溶存酸素濃度の管理を行い、アナモッ

クス反応による窒素除去処理を実証する。 
（静岡県畜産技術研究所中小家畜研究センター、茨城県畜産センター、農研機構畜産研究部門、

三桜電気工業株式会社） 

 

② 畜産農家に適した活性汚泥処理装置制御装置の開発 

活性汚泥曝気槽の制御において、畜産農家にとって利用しやすい

制御システムを構築する。 
（農研機構畜産研究部門、三桜電気工業株式会社、神奈川県畜産技術センター） 

    

５ 最終目標 

畜産廃水の活性汚泥処理について、溶存酸素濃度の制御とアナモッ

クス菌の利用により、活性汚泥処理の処理コストの削減と窒素除去を

両立した技術を開発する。 

 

６ 期待される効果・貢献（ 

畜産廃水の活性汚泥処理において、ランニングコストを削減しなが

ら、窒素規制の強化に対応する技術が開発され、畜産農家の経営強化

と法令遵守に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構畜産研究部門 029-838-8677】 
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